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研究成果の概要（和文）：外国語教育の環境を設計する際,教室内の学習内容を状況学習論的にあらためて文脈化する
機会を提供することが,教室外のインフォーマル・ラーニングとして意味を持つ.本研究は学習者の日常的体験に連動し
た実践学習の場が実現されるためのユビキタス学習環境構築をテーマとするものである.近年ますます,教室での学習の
みならず, 教室外のいわゆる「インフォーマル・ラーニング」を包括する学習環境構築の重要性が指摘されている.本
研究では,教室での学習と教室外の実際的な生活の「場」との連動を試みた「ユビキタス外国語学習環境構築」の取り
組みを提示し,システムの構築,その学習論的意義と実際の運用,および評価について提示する.

研究成果の概要（英文）：This project presents a study on the potential of ubiquitous language learning 
environments that utilize the benefits of mobile devices such as smartphones with global positioning 
system (GPS) functions. Recent research has emphasized the importance of taking account of informal 
learning - learning that happens outside the classroom, in students' everyday lives, when designing 
learning environments. The learning environment proposed in this study connects classroom learning with 
learners' real-life experiences, supported by smartphones, which detect the learners' location and supply 
them with multimedia content that matches their real-time situation. The study provides insight into the 
concept, implementation, and evaluation of the project.

研究分野：外国語教育, 教育工学, ドイツ語, 文学研究

キーワード： 外国語教育　データベースシステム　ユビキタスコンピューティング　教育工学　ドイツ語教育　学習
評価
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１．研究開始当初の背景 
(1) 外国語教育環境の問題点 
外国語教育の分野においては,学習者が状況
に応じて必要な学習素材をインターネット
経由で入手し ,あるいは教材提供者が学習者
にとって必要と思われる学習素材を適宜選
んで配信するといったインターネットを利
用した遠隔学習環境の構築は,すでに広く実
現している.しかしながら,ユビキタス・コン
ピューティングとメディア自動配信の技術
を活かし,学習者がその場で必要とする学習
素材を学習者の持つ端末に自動的に配信す
るというシステムは,これまで実用レベルに
おいては例がなく,その開発が求められてい
る .学習とは学習者が社会的な状況の中で実
体験を通して自らの知識を再構築していく
ものであるとする構成主義のコンセプトは,
インターネットを利用した授業実践におい
てはすでに多くの試みが行われているもの
の ,教室環境を離れた日常の文脈における状
況依存型の学習支援環境という点では未だ
実現化しておらず,そこで予測しうる学習者
の言語運用能力と新たな学習環境との関連
性は未だ十分に実証されているとは言い難
い.さらに,ユビキタス社会,グローバル社会に
おいて発生する諸問題の解決のためには,既
存の学術情報源を横断した,迅速かつ適切な
情報獲得・分析が求められている.このよう
な状況において,学習者が実体験を通して自
らの知識を再構築する学習環境を,体系的に
実現するための重要な技術開発点は,学習者
が必要とする様々な分野の情報源の蓄積,そ
れらの情報源を獲得・分析するマルチメデ
ィア自動配信システムの実現, 情報源のマル
チメディア・データベース化による連結 ,お
よび,自動情報配信機構の実現である. 
(2) 本研究の独創的視点 
本研究の独創的な点は,学習者・研究者が実生
活において学術知識を実際に活用する能力
を育成する教育・学習システムの実現を目的
とし ,“体験連動型ユビキタス・外国語教育メ
ディア自動配信システム”の構築のための
新しいシステムモデルと,そのモデルによる
実用的システムを実現する点にある.本シス
テムの重要な特徴は,学習者が所持するスマ
ートフォン内蔵センサ群による状況変化を
発生イベントとし,そのイベントをトリガと
してマルチメディア・データベースを起 動
し ,その状況に合致する外国語教材を対象学
習者へ自動配信するという新しいマルチメ
ディア教材配信を ,マルチメディア・データ
ベースの自 動起動とメディア配信により実
現することである.さらに,本システムの国際
的共同研究環境として,学習者のグローバル
な海外活動と連動して,学習者の認知プロセ
スを重視した自律学習・協同学習支援,および
学習した知識と現実の生活空間とのマッピ
ングによる状況論的学習環境を実現するこ
とにあった.国際的実証実験として,独ハレ大
学日本学研究所 ,独ドレスデン工科大学東ア

ジアセンター,フィンランド・タンペレ工 科
大学, 米カルフォルニア大学サンディエゴ校
らとの 4 ヵ国共同実験環境を構築し,本シス
テムによる外国語学習環境を実用的なレベ
ルで構築・公開することを目指した. 
(3)適用に関する具体性 
外国語学習の電子教材を対象として,このシ
ステムを適用することにより,日常的,恒常的
かつ継続的な学習を,学習者の日々の実体験
と連動させながら,学生生活の中に組み込む
授業を実施する計画であった(図 1,図 2).さら
に ,研究代表者らが所属する慶應義塾大学 
SFC を拠点として,本教育システム環境を広
く公開し,生活に密着した学習のためのシス
テム基盤を他分野に展開する見通しを立て
た.また,本研究により実現される情報配信は,
地理的・時間的に大きく隔てられた諸国間の
協調作業を促進するため,国際的な学術情報
の共有・配信システムとして展開可能であ
る.上記 4 共同研究拠点に加え,国際的実利用
環境の構築および共同研究を遂行するため
に ,ヨーロッパにおいては実証実験の対象と
して教材を配置したドイツ州立ハレ・ヴィ
ッテンベルク大学,ドレスデン工科大学,ボン
大学,ミュンヘン大学,WHU 大学との連携を
進める.これらの大学とは既に交換協定を締
結し,特に前者 2 大学とは 2006 年度より遠
隔会議システムを使った合同授業を毎学期
継続して開講しており,本システム環境の継
続的な発展を計画した. 

図 1(左)ユビキタス体験教育環境を外国語学習へ適用し,
時空間的関連性に応じた教材情報配信を実現, 図 2(右)
世界各地に外国語教材を 1,000 件以上設置し,グローバ
ルな外国語学習環境を構築 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究の方向性 
本研究の目的は ,グローバルなネットワーク
社会において ,学習者の日常そのものを「学
び」の場とする体験連動型外国語学習環境の
国際的実利用環境を構築することにあった.
本研究は,外国語教育研究者,ユビキタス・シ
ステム研究者 ,データベース・システム研究
者の三者共同研究として,外国語学習者の時
空間的状況を分析し,その分析結果に応じて,
必要な実践的知識を自動配信する「体験連
動型ユビキタス・外国語教育メディア自 動
配信システム」を構築し,構築したシステムを
用いた体験連動型の教授法を確立し,有効性
を検証することを目指した.さらに本システ
ムを国際的共同研究環境へ適用し,学習者の
グローバルな海外活動と連動して,学習者の
認知プロセスを重視した自律学習・協同学習



支援 ,および, 学習した知識と現実の生活空
間とのマッピングによる状況論的学習の促
進を目指した.さらに,国際的実証実験として, 
ドイツ・ハレ大学日本学研究所 ,ドイツ・ド
レスデン工科大学東アジアセンタ ー ,フィン
ランド・タンペレ工科大学,アメリカ・カルフ
ォルニア大学 サンディエゴ校らとの 4 ヵ国
共同実験環境を構築し,実用的な外国語学習
環境を構築・公開することを目指した. 
(2)具体的実施内容 
 急速に広がっているグローバル・ネット
ワーク社会において求められる問題発見解
決のために ,外国語学習者が学んだ内容・技
術を知識として留めるのではなく,それを実
生活において実際に活用する能力を育成す
る教育・学習システムの実現が望まれてい
る.これまで,外国語教育研究者,ユビキタス・
コンピューティング・開発研究者 ,データベ
ース・システム開発研究者の三者共同によ
る研究の機会が稀少であったため,学習者の
日常そのものを「学び」の場とするような,
新しく,かつ,実践的に授業に利用可能な ICT
学習環境の構築は,困難な状況であった.本研
究は ,こうした問題を出発点とし ,グローバ
ル・ネットワークおよびユビキタス・情報
システムによって新たに可能となる実生活
空間での動的な問題発見解決環境を構築し,
学習者の日常そのものを「学び」の場とす
るようなユビキタス的学習環境として：①学
習者の認知プロセスを重視した自律学習・協
同学習支援機能, ②学習者の置かれた時空間
状況を加味した学習コミュニティーの形成
機能, ③学習した知識と現実の生活空間との
マッピングによる状況論的学習機能,の上記 
3 機能を特徴とする体験連動型ユビキタス・
外国語教育メディア自動配信システムの実
現を目指した. 
(3) 実施に向けてのプロセス 
なお本システムは ,次の三つのステップによ
り構成される.①学習者が所持するスマート
フォン内蔵のカメラ,GPS,電子コンパスなど
のセンサ群により実状況をセンシングし,利
用者が置かれているコンテクストを実時間
分析処理により検出する.②検出したコンテ
クストと,知識ベース中に蓄積された様々な
外国語教材との関連性を計量する.③利用者
のコンテクストに応じた外国語教材を自動
配信する .④学習者毎に本システムの利用状
況を逐一サーバコンピュータに送信し ,一人
一人の詳細な利用ロギング(学習履歴蓄積)を
行い,細粒度の学習履歴獲得を行う.これによ
り ,学習・研究テーマ設定から学習内容評価
という一連の外国語学習プロセスを,生活空
間における実践的学習・研究として実現する
(図 3).本システムの重要な特徴は,ユビキタ
ス・センサ群による状況変化を発生イベン
トとし ,そのイベントをトリガとして教材を
格納するマルチメディア・データベースを
起動し,関連するメディア教材を対象者へ自
動配信するという新しい教材配信を,マルチ

メディア・データベースの自動起動と知識
獲得により実現する点にある(図 4). 
 
３．研究の方法 
(1) システム構築の方向性 
本研究は,学習者・研究者の置かれた状況を
分 析 し ,その分析結果に応じて,状況依存的
な外国語学習教材を自動配信する体験連動
型ユビキタス・外国語教育メディア自 動 配
信システムの設計,構築を行い,このシステ
ムを用いた体験連動型の教授法を確立する
ことにより,外国語の知識・技能を実生活空
間で実際に活用・追体験できるような“生
活空間における実践的体験学習”の実現を
目指すものである.研究代表者らは,この外
国語教育メディア自動配信システムの基本
モデルを次の点に着目して確立する：①学習
者・研究者が所持するスマートフォンによ
る実状況認 識機能,②検出したコンテクス
トに適合する外国語教材を獲得・配信する機
能,③学習者毎の利用ロギング(学習・研究履
歴蓄積)による細粒度の学習履歴分析からな
る体験連動型ユビキタス・外国語教育メデ
ィア自動配信システム,および,体験連動型
の教授法の確立.また、学習者が所持するス
マートフォン内蔵のセンサ群による実状況
センシング,および,コンテクスト抽出機能:
利用者の時空間的・意味的・感性的コンテク
スト検出し,データベース検索および分析機
能群を起動し,関連外国語学習教材の自動情
報配信を行なうメディア分析・検索・配信
データベース機能に関して,システム利用環
境の構築を行なう.  

図 3(左)日常生活の様々な場面において,対応する外国

語教材を自動選択,配信する体験連動型ユビキタス・外

国語教育メディア自動配信システム, 図 4(右)学習者の

時空間的状況を分析し,その分析結果に応じて,実践的

知識を配信する"体験連動型ユビキタス・外国語メディ

ア自動配信システム" 

 
(2) 拡張範囲の位置付け 
さらに,本メディア分析・検索・配信データ
ベース機能を,実際の外国語学習(ドイツ語,
および英語)を対象とした検索・分析環境に
適用可能とする.また,遠隔地における迅速
な情報獲得による外国語教材の自動提示を
実現し,その実用性,応答時間,性能に関する
評価を行う.検出したコンテクストに適合す
る外国語学習教材を獲得し,配信する機能:
本研究では,メタレベル・システム( 一 段 階



上位層のシステム)上において連結・統合さ
れた複数の情報源を対象としたメディア分
析・検索・配信データベース機能を構築し,
学術情報の対象地域,対象者,意味的関連性
に応じた情報を能動的・選択的に配信するメ
ディア分析・検索・配信データベース・シ
ステム機構を実現する. 
(3) 検証・評価を踏まえたシステム構築 
学習者毎の利用ロギングによるリアルタイ
ムの学習履歴分析機能に関しては,学習者の
履歴の特徴を可視化し,配信したメディア教
材の閲覧履歴,使用履歴の変化を視覚的に確
認しながら,利用者の時空間的コンテクスト
と,教材メディアデータの関連性を検証する
機能を実現する.ログ情報のような連続デー
タの分析には時間を要するため,直感的に,
且つ ,素早くデータ・アイテムを選択するこ
とは容易ではない.したがって,一定の時間
内に分析可能なログ情報の数は,大きく制限
されることとなり,ログ情報は死蔵されてい
く恐れがあり,時系列ログ情報を対象とした
可視化機能の実現は,本質的に重要である. 
 
４．研究成果 
(1)学習者が所持するスマートフォン内蔵セ
ンサ群による状況変化を発生イベントとし,
そのイベントをトリガとして マルチメディ
ア・データベースを起動し,その状況に合致
する外国語教材を対象学習者へ自動配信す
るという新しいマルチメディア教材配信を,
マルチメディア・データベースの自 動 起動
と知識獲得により実現するシステムモデル
の設計を行った.具体的には,学習者・研究
者が置かれた状況に応じた学術情報配信を
実現するために,外国語学習分野(ドイツ語
など)の意味的連想検索空間を対象とし,こ
の空間に配置される異種情報源(スマートフ
ォンのカメラ,GPS センサ機器等)の時空間的
内 容 ,および,意味的内容に関連したデータ
ベース検索・統合操作群を自動的,および,連
鎖的に実行するユビキタス知識ベース機 能
の設計を行った.これにより,例えば,外国語
授業において得られた文法知識,単語の知識,
表現に関する知識を,日々の生活の中に外国
語学習の場が加わった実践的実習環境で活
用し,実コミュニケーション能力として獲得
することが可能となった. 
(2)学習者・研究者が所持するスマートフォ
ン内蔵のカメラ・センサ機器から得られる実
空間情報を対象として,迅速なデータベース
検索および分析機能群を起動し,利用者のコ
ンテクストを抽出する機能を実現した.本機
能 の 実 現 に は , 文 献 (S.Kurabayashi, 
et.al:"A Context-Based Whole Video 
Retrieval System with Dynamic Video Stream 
Analysis Mechanisms," IEEE International 
Symposium on Multimedia, pp.505-510, 
2009)に示した方式を適用した. 
(3)検出したコンテクストに適合する学術情
報を獲得する機能を実現するために,外国語

学習情報を対象とした意味的連想検索・分
析データベース・システムとして,“意味の
数学モデル”による意味的連想検索空間を外
国語学習分野を対象として構築することを
試みた.意味的関連性分析機能については,
文献(Kiyoki, Y., Chen, X. and Ohashi, 
H.:“A Semantic Spectrum Analyzer for 
Realizing Semantic Learning in a Semantic 
Associative Search Space,”Information 
Modelling and Knowledge Bases, Vol. XVII, 
18 pages IOS Press, 2006)において示した
方式を適用した.さらに,ドイツ語学習分野
を対象とした意味的連想検索空間の評価実
験においては,ハレ大学日本学研究所など,
ドイツ語圏の協力関係にある大学・教育機関
のネットワークを利用し,評価実験,および,
実証実験を行った. 
(4)利用者のコンテクストに応じた学術情報
自動配信機能を実現するために,利用者が自
身の PC や携帯情報端末上に蓄積した動画像
データ,および,テキストデータを対 象 と し
て,それらの視聴履歴,テキスト編集履歴を
対象として,利用者のコンテクストを自動的
に分析し,「特定ユーザが必要とするシチュ
エーションに関する情報」や,「多くの学習
者 が連続して視聴する情報」のような,利用
者視聴特性と学術情報の関連性を計量する
ことにより,利用者個人のコンテクストに応
じた学術情報自動推薦を実現した. 
(5)学習者・研究者毎の利用ロギングによる
リアルタイムの学習履歴獲得機能を実現す
るために,利用者の学習・研究活動に関して,
各利用者が所有するスマートフォンを用い
た体験連動型ユビキタス・外国語教育メデ
ィア自動配信システムの学習履歴を対象と
したリアルタイム学習実績評価機能を構築
した.リアルタイム学習実績評価機能は,時
系列データであるログ情報を対象として,時
空間的コンテクスト抽出を行う.時系列デー
タを対象としたコンテクスト分析機能につ
いては , 文 献 (Shuichi Kurabayashi and 
Yasushi Kiyoki: "MediaMatrix: A Video 
Stream Retrieval System with Mechanisms 
for Mining Contexts of Query Examples," In 
Proceedings of the DASFAA2010, pp.452-455, 
2010, Best Demo Award 受賞論文)において示
した方式を学習ログデータへ拡張し,適用し
た. 
(6)実証実験 1 では、構築した体験連動型ユ
ビキタス・外国語教育メディア自動配信シ
ステムを、外国語教育に適用し,すでに教材
の電子化とネットワーク環境からの電子教
材へのアクセスが可能となっているドイツ
語科目を対象として,学習者の時空間的コン
テクストに応じた教材配信を行った.この適
用により,通常の外国語教材を用いた学習過
程では得られない,学習者の体験に密着した
外国語知識を体験的に習得する学習環境が
実現した. 
(7)実証実験2では,フィールドワーク科目を



対象とした実空間の状況に応じた電 子 教 材
配信実験として,各地に 外国語学習教材を
設置し,グローバルな外国語学習環境を構築
した.具体的には,研究代表者,および, 分担
者が所属する慶應義塾大学 SFC,海外提携大
学である独ハレ大,米カルフォルニア大学サ
ンディエゴ校,フィンランド・タンペレ工科
大学などの実空間と関連する学術情報を配
置し,これら大学におけるフィールドワーク
支援を行い,本研究成果の有効性,実用性を
評価した.実証実験2の実施において,既に連
携を進めているドイツ州立ハレ・ヴィッテ
ンベルク大学 ,ボン大学 , ミ ュンヘン大
学,WHU 大学との間において,本システムの実
利用環境を構築した.これらの大学は既に慶
應義塾大学との交換協定があり,特に前者 2
大学とは 2006 年 度より遠隔会議システム
を使った合同授業を毎学期継続して開講し
ている.また,ハレ大学大学院と慶應義塾大
学政策・メディア研究科の間には、2009 年度
に締結されたダブル・ディグリー・マスタ
ープログラムがあり,相互に研究者を育てる
ための重要な学習環境をすでに実現してい
る. 
(8)実証実験3では,国際プロジェクトへの適
用実験として,海外提携大学である独ハレ大
を拠点として,フィンランド・タンペレ工科
大学,カルフォルニア大学サンディエゴ校と
の間で本システムの共同研究環境を構築
し、本システムを国際的な共同研究プラッ
トフォームとして活用する.これら国際的な
共同研究の実績として,すでに,フィンラン
ドのタンペレ工科大学との間での空間計量
モデル知識ベース構築の共同研究として,具
体的なマルチメディア・データベ ースの国
際共同設計を開始している.さらに,パイロ
ットシステムとして,海外研修中の学生を対
象とした,ドイツ・ミュンヘン周辺地域,ベ
ルリン地域,ハレ大学周辺地域における知識
共有,情報配信に適用するシステムの構築を
行っており,実データの収集・集積を行って
いる.本実験においては,文献(I. Waragai, T. 
Ohta, M. Raindl, S. Kurabayashi, Y. Kiyoki, 
H. Tokuda:“Ubiquitous language learning 
environments - on campus, in the city, 
abroad”, EUROCALL 2010, France)に示した
システム実現方式を用いる. 
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